
■

「辞書指導」という言葉を聞いて私がすぐに連

想するのは，学生時代によく言われた言葉「辞書

を一冊ぼろぼろになるまで使って初めて，その言

葉を勉強したと何とか言うことができる」です。

「学問に王道なし」という言葉と同様，これは現

在も通用する真実であるのではないでしょうか。

「辞書指導」とは，具体的に生徒に何を指導す

るのでしょうか。「辞書指導」の目的は，単に辞

書の引き方を解説することではなく，生徒が自ら

進んで辞書を引きたくなるように導くことだと思

います。英語で言うなら，“teaching students
 

how to use a dictionary”ではなく，むしろ

“encouraging students to consult the diction-

ary”となるでしょう。

そのためには，辞書を引けばどんなことがわか

るのかを，生徒に具体的に知らせることが必要で

す。

発音：辞書を使って，生徒に正しい発音を習得さ

せる。

語義：辞書を読むことによって，生徒にそれぞれ

の単語の正確な意味に気付かせる。

語法：それぞれの語の使い方を学ぶためにも辞書

をひかせる。

語彙をふやす：辞書を使って語彙を増やす方法を

教える。

作文：英文を書く時，辞書がどれほど役に立つか

を例を挙げて示す。

文法：文法を学ぶためにどのように辞書が使える

かを示す。

■カタカナも使って英語の発音

日本の高校一年生で，一体何人が４月，５月

に，adjective［ d iktiv］と書いてあるのを発

音できるでしょう。

いまどき，２色刷辞書なんて珍しくもないけれ

ど，このBasic Genius（以下BG）では，本当に

効果的に， 発音注意 ， アクセント注意 が目

に入ってきますね。発音表記にカタカナ表記の併

用も，珍しいことではないけれど，《◆ アドジ

ェクティヴ》と親切に書いてくれている辞書はあ

りませんね。同じように，grossグロウス 発音

注意 《◆ グロス》。

教室で生徒が間違える発音については，ほぼ全

部に 注意 表記がなされているでしょう。

swordもそう，woolもそう。

sit-shit，see-she，boat-voteなどの練習をし

ているうちに，さらに，rice-lice，right-light

（語頭の［r］!ウライト ）。カタカナをこんなに

よく活かすことができるんですね。まさに「カタ

カナの威力」ではありませんか。

あとは［s］-［ ］，［ ］-［ ］，［o］-［ ］などに注

意させさえすればよいのだから。

■黒いダイヤモンド（◆）を探して

Genius初版から使用してきた世代の教師の一

人として，◆には本当に楽しませてもらい，どれ

ほど助けられてきているかわかりません。

教室で，「シット ダウン」などと言う発音をす

る生徒がいると，「taboo wordsの◆を見て。放

送禁止用語はダメ」。そして，BGでは，それが，

生徒が自ら辞書を引きたくなるように
――『ベーシック ジーニアス英和辞典』を使って
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発音注意 ， アクセント注意 にまで，応用さ

れている。しっかりした発音で，国境を越えて，

「発信」していくことは，これからますます必要

とされていくでしょうから。

教室で，◆を探させ，それによって説明をする

―教室での学習に，広がりと，深みが得られる瞬

間です。もちろん，◆だけでなく， （=politi-

cally correct）もそう。語法の囲みもそう。

BGでは，例えば trafficの項においては， つ

づり字注意 も，Q&Aも登場してますね。

■英語を図解して

user-friendlyにするための工夫のひとつが，

「基本語の語義の図解」。どの辞書もそれぞれ図解

に工夫をこらしており，それぞれ「う～ん」と感

心したりします。結論からいうと，BGは，図解

でもなかなか健闘しているな，という印象をもち

ます。気付いたことを羅列すると，

①agoは「現在を基準に」を表す目の絵がチャ

ーミングです。反意語として，inも載っている

とよいと思います（あるいは黒板に書いてやる，

生徒に書かせる）。

②depressでは，５本の下向きの矢印が，下へと

pressされた状態をとてもよく表現している。同

じ press>を含む他の語，例えばexpress（心

の中から外へのpress）や impress（外から心の

中への press）にも同じように絵があると（ある

いは黒板に描いてやると），関連した「辞書指導」

が，楽しくできるのではないでしょうか。

③ imposeでは press>より弱い pose>を一

本の矢印で描いているのが興味深いです。これも

同じラテン語の pono>を語源にもつdepose，

depositにも絵があると（あるいはその絵を生徒

に考えさせると）よいと思います。

④emerge，emergencyは語源と合っていてユー

モラスです。など，など。

Genius第４版では，「主な前置詞には基本義を

視覚的に表したイメ―ジ図が置」かれ，わかりや

すく示され，第３版と明らかに印象が異なってい

ます。Genius第４版の，among，around，by，

down，from，in front of，in，into，onto，

opposite，out of，through，toward，upなどの

図を取り入れて，さらに魅力的なBGになること

を望んでいます。

Genius第３版では（そして，Practical Genius

でも），aboveの項に，on，overも，まとめられ

ています（第４版では，それぞれの項に分散）。

BGも第３版と同じくaboveのところで，３語の

対比がなされており，これはとても分かりやすい

ので，on，overのところにも，「◆aboveの図を

参照」のような注釈がぜひ欲しいところです。

■辞書を読んで

授業では，BGを，箱から出して机の上に置か

せ，いつでも引きたい時に引いていいことにして

います。最初に教室で使ったのがFresh Genius，

その後，Genius改訂版，第３版とPractical
 

Genius，そして今年のBasic Genius。

作家の大江健三郎さんは，病院の待ち時間の読

み物のために，CODを持って行ったりすること

があるそうですが，辞書は，ただ引くためだけで

なく，読むこともあると，ぜひ奨めたい。「図解

でも，Q&Aでも，語法でも，aから zまで通し

て読んでみたら」と。あるいは，付録の「文法の

てびき」も。

「辞書を一冊ぼろぼろ…」の話を一年の最初に

生徒にしておくと，「先生，これくらいではどう

ですか」と辞書を掲げて尋ねる生徒がいる。「そ

うやね，まだまだ，かな」と答えると，「先生の

もまだまだですね」と，嬉しいことを言ってくれ

る。「そう，まだまだお互い進化の途中，大切な

のは続けることだよ」と，“encourage students
 

to read BASIC GENIUS”していきたいと思っ

ています。

(のむら かずあき・啓光学園高等学校教諭)
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